
5 3

老年看護学実習　後期実習における学生の学びに関する報告（長澤）

1. はじめに

　 わ が 国 の 高 齢 者 人 口 は， 平 成 2 7 年 に は

2 6 . 7 % であり，団塊の世代が後期高齢者と

なる 2 0 2 5 年には 3 0 . 3 % の増加が見込まれ

ている１）．また，現在介護保険施設等で暮ら

す高齢者は，要介護認定を受けた高齢者の

1 7 %（5 3 9 万人中 9 2 万人）を占めている２）．

一方，6 5 歳以上の者のいる世帯のうち，単

独世帯や夫婦のみの世帯は増加の傾向を示し

ており３），今後高齢者同士の介護（老老介護）

や認知症をもつ高齢者同士の介護（認認介

護）等も増加することが予測される．このよ

うな背景から，看護職には高齢者の健康に関

する生活調整の役割として，医療と介護の連

携を実質的に担うことが期待されており４），

日本看護協会でも，生活の場である施設・在

宅での看護師の系統的教育研修プログラムを

実施し５），高齢者の健康状態を全体的に支援

できる知識・技術力を持つ看護師の育成を開
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始している．

　看護基礎教育においても，このように看護

職員が担う地域支援力の強化が求められる中

で，高齢患者の退院後の生活の場の理解は，

今後のチーム医療・継続看護を実践するうえ

で不可欠である６）．そのため当学科では，3
年次に老年看護学実習を前期・後期の 2 期

に分け介護老人福祉施設および有料老人ホー

ムにて実習を実施している．前期は施設で生

活する高齢者を理解する目的で，後期は前期

の学びを深め，高齢者を支える社会資源や専

門職連携，施設での看護師の役割を学ぶこと

を目的に実習を行っている．そこで，本校で

は初めての老年看護学実習であることから，

学生は何を学んだのか，実習記録から学びの

内容を明らかにすることを試みた．学生の記

録を分析し評価することは，次年度の実習に

向けた新たな課題の抽出につながるものと考

える．

2. 目的

　老年看護学実習後期実習での学生の実習記

録を分析し，学びの内容を明らかにする．

3. 方法

3.1.　研究デザイン

　質的記述的方法

3.2.　対象

　平成 2 7 年 11 月～平成 2 8 年 1 月に，老年

看護学実習後期実習を終了した当学科の学生

6 9 名中，研究の同意を得られた 4 1 名を分

析対象とした．

3.3.	 老年看護学実習後期実習（以下　後期

実習）について

　本実習は，老年看護学実習前期実習（3 年

次前期）・後期実習（3 年次後期）で構成され，

2 単位 9 0 時間の実習である．

　後期実習の目標は，①医療・保健・福祉の

視点から，高齢者を取り巻く環境が理解でき

る．②対象の持つ健康上の課題を理解したう

えで日常生活行動援助に参加し，その多様性

から個々のケアプランの重要性に気づくこと

ができる．③コラボレーションの視点から，

施設における看護の役割について考える．④

高齢者にとって望ましい専門職連携の在り方

について述べられる，の４つである．

　実習は，特別養護老人ホーム ･ 有料老人

ホームの計 6 施設で行い，期間は平成 2 7 年

11 月～平成 2 8 年 1 月の間に連続して 5 日間，

各施設学生 2 ～４名で実習を行った．

　また，各施設において，水曜日・木曜日の

いずれかで，「高齢者が必要とするソーシャ

ルサポートについて－高齢者の生活を支える

環境－」をテーマに中間カンファレンスを

行った．さらに実習最終日に，実習施設ごと

に実習目標に沿った学びのまとめを行い，発

表会を実施した．

3.4.　調査方法

3.4.1.　データ収集方法

　後期実習最終日に提出された，実習評価表

の「実習を通して理解できたこと」の内容を

分析した．尚「実習を通して理解できたこと」

の記載は，実習目標ごとに沿って記載されて

いる．

3.4.2.　分析方法

　学生の記述文章を繰り返し読み，学びの内

容を確認した．その後，それぞれの目標に

沿って，意味のとれる文脈に注目し，句点か

ら句点を１文脈として切り取った．そして，

文脈を損なわないよう学生の言葉を用いなが

らコード化した．さらに，コードの意味内容

の類似性に着目し，複数のコードのまとまり

をつくり，サブカテゴリーを抽出した．その
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後，それぞれの教員が抽出したサブカテゴ

リーを，学生の学びの類似性や相違性に注目

した上で比較検討し，カテゴリーを抽出し

た．データ分析は，ソフトウェアは使用せず

老年看護学の教員 2 名で行った．作成した

コーディングリストを分析者相互に確認し，

カテゴリー ･ サブカテゴリーの名称や類似性

について調整し，決定をした．

4. 倫理的配慮

　研究対象となる学生には，研究の目的・方

法・意義・活用方法について文書と口頭で説

明をした．また，研究の協力は自由意志であ

り，途中放棄の権利が保障されていること，

研究参加の如何は成績に一切影響はないこ

と，成績評定後分析を行うこと，個人情報の

守秘について，データの匿名性の確保につい

て，文書と口頭で説明を行い，同意した者に

は同意書の記載の提出を依頼した．尚，常葉

大学の倫理審査委員会の承認を受けている．

5. 結果　（表１）

　【　】はカテゴリー，≪≫はサブカテゴリー

とする．

　後期実習における学生の学びを各目標に

沿って分析した結果，目標１では【整備・工

夫 さ れ た 楽 し く 快 適 な 環 境 】【 高 齢 へ の

フォーマル ･ インフォーマルな支援】，目標

２では【個別性に応じた関わり】【高齢者に

敬意を持った関わり】【ＱＯＬの維持向上】，

目標３では【健康状態の維持 ･ 管理】【経験

と知識を生かした支援】【施設内外の専門職

との連携】目標４では【専門職間の相互理解】

【他職種との確実な情報の交換と共有・協働】

のカテゴリーが抽出された．以下，目標ごと

カテゴリーに沿って，その内容を記載する．

5.1.	 目標 1：医療 ･ 保健 ･ 福祉の視点から，

高齢者を取り巻く環境が理解できる．

5.1．1.	【整備 ･ 工夫された楽しく快適な環境】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪他

職種連携による整備・工夫された環境≫≪楽

しく快適な生活の場である環境≫≪家族が存

在する環境≫が抽出された．

　≪他職種連携による整備 ･ 工夫された環境≫

の具体的な内容を例示すると，「看護師や介

護士の記録の共有等で，高齢者個々に対して

適切な援助への環境つくりに結びつく」の記

述や，≪楽しく快適な生活の場である環境≫

の例示では，「高齢者の生活の充実を目指し，

（人として）当たり前の生活ができるように

サポートしていた」の記述，≪家族が存在す

る環境≫の例示では，「家族のサポートによ

り本人も安心して生活できる」の記述が見ら

れた．
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5.1. 目標 1：医療･保健･福祉の視点から、高
齢者を取り巻く環境を理解する。 
 
5.1．1. 【整備･工夫された楽しく快適な環境】 

本カテゴリーのサブカテゴリーでは、≪他職
種連携による整備・工夫された環境≫≪楽しく
快適な生活の場である環境≫≪家族が存在す
る環境≫が抽出された。 

≪他職種連携による整備･工夫された環境≫
の具体的な内容を例示すると、「看護師や介護
士の記録の共有等で、高齢者個々に対して適切
な援助への環境つくりに結びつく」の記述や、
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では、「高齢者の生活の充実を目指し、（人と
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表1　　後期実習における学生の学びの内容
目
標 カテゴリー サブカテコリー コード数

他職種連携による整備・工夫された環境 6
楽しく快適な生活の場である環境 14
家族が存在する環境 4
高齢者の生活を支える社会資源 11
地域で支える高齢者の生活 2

個別性に応じた関わり 観察の重要性の認識 41
ニーズを把握し今後の方向性を把握 27
効果的なコミュニケーションの活用 6
個々の特性に併せた対応 3
高齢者のプライドの尊重 15
高齢者に寄り添う気持ち 15

QOLの維持向上 危険を予測した援助 16
高齢者の意思の尊重 15
残存機能の維持を目指す援助 22
利用者同士の関係の調整 4

健康状態の維持・管理 健康状態のアセスメント 3
情報共有しつつ健康状態の維持・管理 6

経験と知識を生かした支援 施設の看護師は経験と知識が重要 3
その場ですぐに対応できることが重要 2
高齢者の身体状況について他職種と相談・連携 1
施設で連携する人々への教育 3
医療機関との連携 1

専門職間の相互理解 専門職同士の尊重と理解 16
専門職としての責任 7
情報共有の重要性 18
確実で適切な情報交換 14
利用者を支える多職種の存在と連携 12

高齢者へのフォーマル・イン
フォーマルな支援

２
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　以上のように学生は，高齢者が毎日生活す

る場として，他職種連携により楽しく快適な

生活の場や，家族とのつながりを持つように

環境が調整されていたと捉えていた．

5.1.2	 【高齢者へのフォーマル・インフォー

マルな支援】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪高

齢者の生活を支える社会資源≫≪地域で支え

る高齢者の生活≫が抽出された．

　≪高齢者の生活を支える社会資源≫の具体

的内容を例示すると，「家での生活が困難な

高齢者のために，施設やサービスが利用でき

るような制度が整えられている」の記述や，

≪地域で支える高齢者の生活≫の例示では

「今後高齢者の増加に伴い，地域で高齢者を

支えるサポートが必要」の記述が見られた．

　以上のように学生は，高齢者の生活の場に

入り込んでいる社会資源によって，施設を含

めた地域全般の中で生活しやすい環境が調整

をされていると捉えていた．

5.2.	 目標 2：対象の持つ健康上の課題を理

解したうえで日常生活行動援助に参加

し，その多様性から個々のケアプラン

の重要性に気づくことができる．

5.2.1.	【個別性に応じた関わり】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪観

察の重要性の認識≫≪ニーズを把握し今後の

方向性を把握≫≪効果的なコミュニケーショ

ンの活用≫≪個々の特性に併せた対応≫が抽

出された．

　≪観察の重要性の認識≫の具体的内容を例

示すると，「健康上の課題を理解するために

は，過去の状況も加味しての観察が必要」と

の記述や，≪ニーズを把握し今後の方向性を

把握≫の例示では「高齢者のニーズを把握し

どこに向かうのか理解して援助が必要」の記

述，≪効果的なコミュニケーションの活用≫

の例示では「意識してゆっくりと大きな声で

視野に入る位置で話しかけること」，≪個々

の特性に併せた対応≫では「気分変動の激し

い人には，不安を与えないように細かい点に

配慮し関わることが必要」の記述が見られ

た．

　以上のように学生は，様々な背景の高齢者

に対し観察し，ニーズを把握し，個別性に応

じた関わりが重要であると捉えていた．

5.2.2.	【高齢者に敬意を持った関わり】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪高

齢者のプライドの尊重≫≪高齢者に寄り添う

気持ち≫が抽出された．

　≪高齢者のプライドの尊重≫の具体的内容

を例示すると，「傾聴するだけでも，生き生

きされる方が多く，その重要性に気付かされ

た」との記述や，≪高齢者に寄り添う気持ち≫

の例示では「その高齢者にあった接し方や寄

り添う援助により，高齢者の安心できる生活

を提供できる」の記述が見られた．

　以上のように，傾聴の姿勢は高齢者に対し

ての敬意の念を含むものであり，学生は人生

の先輩である高齢者に対して，プライドを尊

重し，寄り添うこと，敬意を持って関わるこ

とが重要である，と捉えていた．

5.2.3.	【QOL の維持向上】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪危

険を予測した援助≫≪高齢者の意思の尊重≫

≪残存機能の維持を目指す援助≫≪利用者同

士の関係の調整≫が抽出された．

　≪危険を予測した援助≫の具体的内容を例

示すると，「ケアの前に利用者の問題点につ

いて把握しておく」の記述や，≪高齢者の意

思の尊重≫の例示では「本人や家族の希望を

第一に考え，それに沿ってケアをしている」

の記述，≪残存機能の維持を目指す援助≫の

例示では「高齢者にはできることは促し，見

守り，残存機能の維持ができるよう援助」，
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≪利用者同士の関係の調整≫の例示では「友

人関係を作れるような促しも大切」の記述が

見られた．

　以上のように学生は，先を見据えて危険を

回避しつつ，高齢者の意思の尊重や残存機能

の維持が重要である，と捉えていた．

5.3.	 目標３：コラボレーションの視点か

ら，施設における看護の役割について

考える．

5.3.1.	【健康状態の維持・管理】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪健

康状態のアセスメント≫≪情報共有しつつ健

康状態の維持・管理≫が抽出された．

　≪健康状態のアセスメント≫の具体的内容

を例示すると「毎日高齢者の健康状態を観

察・アセスメントする必要がある」の記述や，

≪情報共有しつつ健康状態の維持・管理≫の

例示では「高齢者の情報をチームで共有し，

健康状態を維持することが必要」の記述が見

られた．

　以上のように学生は，健康状態の維持・管

理のために，高齢者個々についてアセスメン

トを行い，情報をチームで共有し，健康状態

を維持することが看護師の役割の一つである

と捉えていた．

5.3.2.	【経験と知識を生かした支援】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪施

設の看護師は経験と知識が重要≫≪その場で

すぐに対応できることが重要≫が抽出され

た．

　≪施設の看護師は経験と知識が重要≫の具

体的内容を例示すると「看護師は，判断を委

ねられることも多く，施設では経験と知識が

重要」の記述や，≪その場ですぐに対応でき

ることが重要≫の例示では「施設における看

護師の役割は，（どのような状況でも）その

場に対応できる事が重要」の記述が見られ

た．

　以上のように学生は，看護師は施設の高齢

者の健康管理を担う立場として，今までの看

護の経験や知識を生かし，その場で判断し対

応できるケア等を担っていると捉えていた．

5.3.3.	【施設内外の専門職との連携】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪高

齢者の身体状況について他職種と相談・連携≫

≪施設で連携する人々への教育≫≪医療機関

との連携≫が抽出された．

　≪高齢者の身体状況について他職種と相

談・連携≫の具体的内容を例示すると，「看

護師には，栄養士へ食事の相談や医師への疾

患に関する相談など，他職種への連携が求め

られる」との記述が見られた．また≪施設で

連携する人々への教育≫の例示では「看護師

は，施設スタッフたちに，医療面の説明を理

解してもらえるように説明することが重要」

の記述，≪医療機関との連携≫の例示では

「医療機関との連携などが看護師に求められ

る役割の一つ」の記述が見られた．

　以上のように学生は，施設においては，施

設内 ･ 施設外の専門職に，高齢者の身体状況

について相談・連携，また必要時に看護職以

外のスタッフへの教育が，看護師の役割の一

つであると捉えていた．

5.4.	 目標４：高齢者にとって望ましい専門

職連携の在り方について述べられる．

5.4.1.	【専門職間の相互理解】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪専

門職同士の尊重と理解≫≪専門職としての責

任≫が抽出された．

　≪専門職同士の尊重と理解≫の具体的内容

を例示すると，「互いの職種の役割を認識し，

理解して尊重することが重要」の記述や，≪専

門職としての責任≫の例示では「それぞれが

専門職としての責任を持ち，丁寧に情報を共
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有することで正確な援助をスタッフ全員が目

指すことができる」の記述が見られた．

　以上のように学生は，それぞれの専門職が

相互に尊重し合いながら，専門職としての責

任を果たすことが重要であると捉えていた．

5.4.2.	【他職種との確実な情報の交換と共

有 ･ 協働】

　本カテゴリーのサブカテゴリーでは，≪情

報共有の重要性≫≪確実で適切な情報交換≫

≪利用者を支える多職種の存在と連携≫が抽

出された．

　≪情報共有の重要性≫の具体的内容を例示

すると「チームで個々の利用者の全体像を把

握し，共通認識を持ち関わることが大事」の

記述や，≪確実で適切な情報交換≫の例示で

は「高齢者個々に対する他職種間の情報共有

は確実に明確に行うことが重要」の記述，≪利

用者を支える多職種の存在と連携≫の例示で

は，「高齢者は，様々な医療・保健・福祉分

野からのサポートにより，施設内で生き生き

と暮らせるよう支えられている」の記述が見

られた．

　以上のように学生は，専門職同士が情報を

共有し，協働することが利用者を支えること

につながると捉えていた．

6．考察

　老年看護学実習後期実習は，前期実習を踏

まえ，3 年次後期に開講している 1 週間の実

習である．前期実習の学び７）と今回の結果

を踏まえ，目標に沿って以下に考察する．

6.1.	 医療 ･ 保健 ･ 福祉の視点から，高齢者

を取り巻く環境の理解についての学び．

　前期実習の環境に関する学びは，「建物の

構造」「組織運営に影響を受ける環境」「ス

タッフによる生活支援環境」に関する内容で

あった７）．後期実習では，施設内の【整備・

工夫された楽しく快適な環境】に加え，≪高

齢者の生活を支える社会資源≫≪地域で支え

る高齢者の生活≫など【高齢者へのフォーマ

ル・インフォーマルな支援】等の，高齢者を

取り巻く社会環境を含めた広い視野での環境

を捉えることができた．また，中間カンファ

レンスでの実習指導者からのアドバイスによ

り，内容は更に深めることができたと考え

る．

　わが国では，高齢者人口の増加を踏まえ，

地域包括ケアシステム８）や新オレンジプラ

ン９）等から，高齢者の生活は施設だけでは

なく，地域にも広がっている．そのため，看

護職員が担う地域支援力の強化が求められて

おり６），看護基礎教育においても，高齢患者

の退院後の生活の場の理解は不可欠である．

従って，施設における一ヶ所に限られた環境

だけではなく，広い視野での環境の捉え方が

重要である．

　以上のことからも，疾病発症や体調不良で

入院した高齢者が，病院から地域へと退院す

る際に，看護師が高齢者施設や在宅での社会

資源を含めた環境を知っていることは，非常

に重要であると考える．そして，今後の社会

の流れに対応するためにも，施設実習におけ

る環境や社会資源のキーワードを重点的に捉

える必要がある．

6.2．	対象の持つ健康上の課題を理解し，日

常生活援助に参加した上での，個々の

ケアプランの重要性についての学び．

　前期実習では，主に介護士に同行して日常

生活援助の見学を中心に実習を行い，その人

に必要な援助をイメージできることを目標と

した．後期実習は，介護士及び看護師の同行

実習を中心に，日常生活援助や医療的処置を

一緒に実施・見学をした．その中での学生は，

【高齢者に敬意を持った関わり】を行いつつ，

【Q O L の維持向上】を目指し【個別性に応

じた関わり】が重要である，と学んでいた．
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　近年は，世帯構造の変化により，高齢者と

同居したことのない学生が増加している（厚

生労働省，2 0 1 6）３）．高齢者観の明確でな

い学生は，ともすれば高齢者を，身体機能や

認知機能が低下し，徐々に衰えていく存在で

あると否定的な面のみを捉えやすいと推測で

きる．しかし前期実習では，高齢者の身体的・

心理的・社会的特徴を把握したうえで「高齢

者は，個性的で多様性」があると捉えていた７）．

後期実習では，それらの学びをベースに，コ

ミュニケーション方法を工夫し関わった．そ

のことから，長い間生きてきた方々への援助

には，高齢者のプライドや思いを尊重し，寄

り添うことが必要であることに気づいた．ま

た，人それぞれの性格 ･ 価値観の違いは長い

人生での経験が大きく影響していることや，

罹患した疾患名は同じでも症状の出現は異な

ること等から，個々の背景や症状を観察し，

その人にあった対応方法を模索する必要があ

ることを，実習を通して改めて気づいた．更

に，身体機能の低下が見られる高齢者も，生

活の場である施設では，残された機能を生か

すために生活リハビリを行い，楽しみを持ち

ながら生活することが重要であることも学ん

でいた．

6.3.	 コラボレーションの視点から，施設に

おける看護師の役割についての学び．

　本実習では，1 日施設の看護師に同行し実

習を行っている．その中で学生は，看護師が

【経験と知識を生かした支援】を実施し，高

齢者の【健康状態の維持 ･ 管理】を行ってい

たことに気づいていた．たとえば，医師の常

駐していない高齢者施設での健康管理は，入

居者の変化が見られたときなど，即座に適切

な判断や対応が求められる．そのため，施設

で働く看護師には，特に正確な知識や適切な

判断力が求められることに気付いた．また，

それらは看護師としての長年の経験に裏打ち

されていることを学んでいた．

　また，看護師の役割は，保健師助産師看護

師法 10）では「傷病者若しくは褥婦に対する

療養上の世話又は診療の補助」と規定されて

いる．このことから，日常生活援助も看護師

の役割の一つであるが，高齢者施設において

は，介護士との役割のすみわけをしているこ

とに学生は気づいていた．従って，日常生活

を中心に行う介護士に対しても，看護師は医

療面での教育的な役割を担っていることを学

んでいた．

　更に，高齢者の身体状況について他職種と

の相談や連携，介護士への情報提供や他医療

機関と情報交換等の，【施設内外の専門職と

の連携】が行われていることに気づいてい

た．道繁 11）は，介護老人保健施設等での実

習の学びには，施設における看護職の役割の

必要性や看護職が多方面で活躍できると認識

できたことを述べているが，本実習について

も同様に，施設における看護師の存在の重要

性や看護師が必要とされる職場の多様性につ

いて，本実習を通して，より実感し認識でき

たと考えられる．

6.4.	 高齢者にとって望ましい専門職連携の

あり方や理解についての学び．

　実習施設である特別養護老人ホームや有料

老人ホームでは，看護師や介護士を始め，医

師・リハビリ専門職・栄養士 ･ 相談員 ･ ケア

マネージャー等の多種の専門職が働いてい

た．

　今回の実習では，介護士同行と看護師同行

の実習を行ったため，両面からの視点で連携

について考えることができた．

　前期実習では，日々の看護 ･ 介護記録の共

有や随時口頭での情報交換，連絡 ･ 相談の徹

底，異なる職種間の相互理解を得ることの必

要性を学んでいた７）．後期実習では【専門職

間の相互理解】をはかり，それぞれの専門職

が相互に尊重しながら，専門職としての責任

を果たすことの重要性や，専門職同士が情報
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を共有し協働するために【他職種との確実な

情報の交換と共有・協働】を行うことが，利

用者を支えることになると学んでいた．この

ように，前期実習を踏まえ，望ましい専門職

連携のあり方ついて，さらに学びを深めるこ

とができていた．

　神山 12）は，看護師 ･ 介護士・リハビリテー

ション関連職種・栄養士を対象に行った調査

において，各専門職が自己の職種の専門性と

弱点を認識し，他職種と連携して弱点を補完

しようとしていた，と述べている．このよう

に，それぞれの専門職種が自己の特徴を知り

連携することで，相互の理解や相互の補完が

進み，更なる協働の体制が整うのではないか

と考える．看護学生の多くは，今後臨床に出

て看護師として働く．看護職には医療と介護

の連携を実質的に担う役割があることからも 4），

このような意識を持ち従事することで，より

患者や入居者の思いに沿った支援が展開でき

ると考える．

6.5．今後の課題

　以上の結果より，おおむね実習目標は達成

できたと考える．

　本校の老年看護学実習は前・後期に合わせ

て２単位の実習であり，前期の学びを踏まえ

後期の学びを深める，という内容となる．し

かし，前期と後期の期間が開くことで後期実

習では振り返りに時間を要すことや，学生に

よっては実習施設が異なるため，慣れるまで

に時間がかかる可能性がある．これらのこと

より，学びの定着の効率を図るためにも，実

習時期の検討や同一施設での実習を行うこと

の検討が必要であると思われる．また，学生

は「高齢者に敬意を持ち関わる」ことの必要

性は学んでいた．しかし，高齢者と接する学

生が減少する中で，「敬意を持ち関わること」

や「適切な高齢者観が持てること」に関する

実習目標を更に追加し，学びの強化を図る必

要があると考える．具体的には，実習指導者

との連携を図りながら，具体的な実習場面で

のアドバイスの依頼や，学生同士のカンファ

レンスのテーマとして提示する等，学びが深

まり，継続するような学生支援が必要である

と考える．

7．結論

　後期実習では，4 つの目標をもとに，介護

士・看護師の同行実習と中間及び全体カン

ファレンスを行い学びの共有を行った．実習

における学生の学びの記述から分析した結

果，学生は，【整備 ･ 工夫された楽しく快適

な環境】の調整や【高齢者へのフォーマル ･

インフォーマルな支援】の必要性，【個別性

に応じた関わり】や【高齢者に敬意を持った

関わり】【ＱＯＬの維持向上】を目指した支

援，看護師に求められる役割には【健康状態

の維持 ･ 管理】【経験と知識を生かした支援】

【施設内外の専門職との連携】，更に専門職

連携として【専門職間の相互理解】【他職種

との確実な情報の交換と共有 ･ 協働】の重要

性，の学びを得ることができた．

　後期実習では，学生は多数の高齢者と関わ

り，介護士や看護師のケアプランの展開や介

護観・看護観に触れ，他職種とも関わる中で，

看護職として高齢者を取り巻く環境や支援・

専門職連携について学ぶことができ，おおむ

ね実習目標も達成できていた．

　今後は更に学びが深まるよう，前期実習・

後期実習を通し，実習の展開 ･ 方法の検討を

重ねる必要がある．
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